
９ 平成 26 年度 横浜市立図書館の予算と目標 

（１） 予算 

市立図書館 18 館の効率的な運営に努めるとともに、市民の課題解決や暮らしに役立つ

情報の提供など、図書館サービスの充実を図ります。 

 
【１】 図書館の運営          (単位：千円)    下段（ ）内は平成 25 年度予算額 

中央図書館運営費 
中央図書館の施設管理・運営、広報、研修等 
図書館情報システムの運用 

649,496  

(652,853) 

地域図書館運営費 

地域図書館 16 館の施設管理・運営等 

199,988  

(204,770) 

調査資料事業費 

図書館資料の収集・管理 

図書館資料の整理及び書誌データ管理 

図書館利用者の調査研究活動の支援 

239,276  

(228,361) 

中央図書館利用者サービス事業費 

中央図書館における資料の貸出・閲覧等のサービス提供 

中央図書館の視聴覚サービスの提供 

 95,596  

(92,543) 

山内図書館指定管理事業費 

 平成 22 年４月１日に山内図書館へ指定管理者制度を導入したこと

により、平成 27 年３月 31 日まで管理運営を指定管理者に委任 

176,515  

(171,611) 

地域図書館司書補助業務委託事業費 

 都筑図書館及び戸塚図書館等の貸出・返却業務、及び図書館物流処

理について業務委託 

68,619  

(65,500) 

図書館サービスポイント・ネットワーク整備事業 

 図書館サービスポイント整備の実施計画策定及びサービスポイン

トの開設準備 

1,200  

(2,000) 

地域とともにある図書館事業費 

 地域の各種機関や団体、市民と連携しながら、司書の専門性を発揮

した企画事業を実施 

  737  

(990) 

学校連携・地域連携事業費 

 学校や地域と連携して読書活動を推進 

1,752  

(1,821) 

図書取次サービス事業費 

 図書館資料の貸出・返却等の図書取次サービス事業 

2,624  

(2,662) 

市立図書館のあり方検討事業費 

 市立図書館の管理運営及びサービスに関する調査検討 

584  

(372) 

小 計 
1,436,387  

(1,423,483) 
 

【２】 図書館の整備          (単位：千円)    下段（ ）内は平成 25 年度予算額 

地域図書館耐震補強・再整備事業費 （※平成 25 年度で事業終了） 
港北図書館の耐震補強・再整備工事 

0  

(400,000) 
 

合 計（【１】＋【２】） 
1,436,387  

(1,823,483) 
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（２） 平成 26 年度 横浜市立図書館の目標 

 

目標１ 司書の専門性を発揮したサービスを充実します。〈サービス目標〉 

取組項目 具体的取組 指標・目標値 

蔵書再構成５か

年計画の実施 

●現計画の達成状況を振り返るとともに、次期計画を

策定します。 

●定番図書など市民の課題解決に役立つ資料の重

点収集を継続します。 

●寄贈図書の積極的な受入を推進します。 

●除籍資料の有効活用を推進します。 

●地域資料等の収集及びデジタル化を進め、利用の

拡充を図ります。 

●子どもの本コーナー、ティーンズコーナーでは、調

べ学習や読書活動支援のための定番図書、参考図

書の充実を進めます。（通年） 

●「横浜市民読書活動推進計画」により、読書推進に

資する図書の充実を図ります。 

●現計画の振り返りと次期計画の策定（２

月） 

●参考図書、定番図書の受入冊数（対前

年度比同数） 

●寄贈図書、雑誌の受入冊数（対前年度

比同数） 

●資料再活用先団体数（対前年度比同

数） 

●ホームページの「都市横浜の記憶」及

び地域情報掲載ページへのアクセス件数

（対前年度比同数） 

●子どもの本、ティーンズコーナーの受入

冊数（対前年度比増） 

●「横浜市民読書活動推進計画」に基づく

購入図書冊数（3,000 冊） 

子ども読書活動

の支援 

●「横浜市立図書館児童サービス５か年計画」の達

成状況を振り返るとともに、次期計画を策定します。 

●子どもの読書活動や調べ学習を支援する展示や企

画事業を実施します。 

●保護者、保育者、ボランティア等、対象に応じた読

み聞かせやわらべうたに関する講座を実施します。 

●児童サービスの向上のために、司書を対象とした

児童サービスに関する研修を実施します。 

●関係部署と連携し、学校図書館運営や環境整備に

関わる教職員や学校ボランティア等を支援します。ま

た、学校での読書活動推進を支援します。 

●現計画の振り返りと次期計画の策定（２

月） 

●子どもの読書活動や調べ学習を支援す

る事業の実施回数、参加人数（対前年度

比増） 

●保護者や保育者を対象とした読み聞か

せ講座の実施回数、参加人数（対前年度

比増） 

●教職員や学校ボランティアの支援件数

（対前年度比増） 

●教職員向け貸出冊数（セット貸出含む）

（対前年度比増） 

市民の学習活動・

課題解決の支援 

●レファレンスサービスの PR・広報に努め、市民の課

題解決を支援します。 

●市民の学習活動や課題解決を支援するため、様々

な講座や企画展示等を実施します。 

●課題解決に役立つ情報提供を実施します。 

 

●レファレンスサービス案内の掲示や広

報の充実 

●課題解決支援のための市民向け講座

及び展示の実施回数（対前年度比同数） 

●レファレンス事例データベースの公開

（９月） 

地域と連携した読

書推進活動の充

実 

●区の地域性に応じた読書活動を推進します。 

●地域と連携した企画事業の実施や図書資料の活

用により、地域の読書活動を推進します。 

●地域や図書館で活動するボランティアの支援や育

成を行います。 

●区と連携し区の読書活動目標の策定

（３月） 

●地域と連携した企画事業の実施回数

（対前年度比増） 

●ボランティア向けの講座開催回数（対前

年度比増） 

●グループ貸出冊数（対前年度比増） 

●団体貸出冊数（対前年度比同数） 

●読書に関するボランティアの活動回数、

参加人数（対前年度比増） 

●読書環境を整備するボランティアの活

動回数、参加人数（対前年度比増） 
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多文化サービス

の展開 

外国につながる子どもたちの図書館利用を進めるた

め、市民と協働して外国文化を紹介する展示や外国

語での見学会・おはなし会等の企画事業を実施しま

す。 

地域と連携した企画事業の実施回数（対

前年度比増） 

   
目標２ 効率的で効果的な図書館の管理運営を推進します。〈管理運営目標〉 

取組項目 具体的取組 指標・目標値 

司書人材育成計画に

基づく人材育成の推

進 

「司書人材育成計画」に基づき、司書の専門性を

高める研修を実施します。また職員は積極的に研

修に参加し、自己研さんに努めます。 

●専門的な研修の実施回数（30 回） 

●職員の研修参加回数（延べ 300 回） 

地域図書館の管理

運営手法の総合的

検討 

●山内図書館指定管理者選定評価委員会を開催

します。 

●指定管理者制度の評価や司書補助業務委託

の実績を踏まえて地域図書館の効果的・効率的な

管理運営のあり方について、さらなる検討を進め

ます。 

●評価報告書の公表（12 月） 

●地域図書館の効果的・効率的な管理運

営のあり方について一定の方向性を整理

（２月） 

市民の意見が反映さ

れる仕組みづくり 

利用者懇談会・ボランティア団体等の交流会等の

実施により、市民の意見を反映できる仕組みづくり

を推進します。 

市民との意見交換会の実施回数（対前年

度比増） 

身近で便利な図書館

サービスの充実につ

いての検討 

図書取次サービスを中心とした図書館サービスポ

イントの整備計画を検討します。 

計画の方向性・内容の整理と実施計画の

検討（２月） 

市立図書館における

業務内容の見直し 

●「横浜市立図書館アクションプラン」の達成状況

を振り返るとともに、次期計画を策定します。 

●自主財源の確保及び経費の節減を図り、広告

事業等歳入確保について継続的に実施します。 

●図書館情報システムの円滑な運用を推進し、よ

り使いやすいシステムになるよう検討・改修を進め

ます。 

●現計画の振り返りと次期計画の策定（２

月） 

●広告導入等による歳入確保額及び節

減額（対前年度比同額） 

●図書館情報システムの改修 

   
目標３ 市民にとって利用しやすい快適な図書館づくりを進めます。〈独自目標〉 

取組項目 具体的取組 指標・目標値 

市民への広報の充実 

●ホームページ・メールマガジン等の広報媒体

を有効に活用し、わかりやすい情報提供を進め

ます。 

●情報発信を迅速に行い、必要としている市民

に的確に情報が届くよう努めます。 

●広報掲載実績（対前年度比増） 

●ホームページアクセス件数（対前年度

比増） 

●ホームページ・メールマガジンの内容の

充実（全館） 

利用しやすい図書館環

境の整備 

●図書館における窓口サービスや電話対応の

向上について、職場で討議し、目標をあげて取り

組みます。 

●書架や施設の案内について、よりわかりやす

い掲示を行います。 

●災害発生時にすみやかに対処できるよう、危

機管理体制の充実に努めます。 

●サービス向上のための討議、取組、振

り返りの実施 

●防災訓練等の実施（全館で年２回） 
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